GP議事録

2012/05/16
メンバー：山口、水谷、鈴木、望月、田中、井上

やったこと
１．宿題共有

　山口(「情報教育」を詳しく見直す)
　　・初等中等教育段階におけるコンピュータに関する学習は、一般的にはコンピュータを「道具」として使いこなせるようにするということが基本だった

　　　→技術、スキルにフォーカスしてる

　　・スキル面ばかりを重視している部分をたたいていくのは一つのポイントになる
　鈴木(高校の「情報科」定義や実態)

　　　　　　　　　　　　　情報A

適切に情報の収集・処理・発信をするための
基礎的な知識や技能を会得

　　　　　　　　　　　　　情報B
コンピュータにおける情報の表し方や処理の
仕組み、科学的な考え方や方法を理解

　　　　　　　　　　　　　情報C
A,Bの能力をふまえ、情報化の進展が社会に及
ぼす影響を理解させ、情報社会に参加する上で
の望ましい態度を育てる。

田中(「情報モラル」定義・概要)

　・臨教審や中教審の答申などを調査

　　→文科省の「情報教育の実践と学校の情報化」が一番定義らしい文章

　・「情報倫理」と「情報モラル」との違いにも注目

井上(「情報モラル教育」定義・概要)

　・情報モラル等サポート事業　

　　*どの段階の学校現場をサポートしているのか

　　*あまり浸透していないのではないか

　・各自治体にとのようなサポート事業があるのか調査すべき

　・ネットのネガティブな面ばかりを強調した「ネットに近づかせないようにする」というような教育内容になっているのではないか
　望月(「情報モラル」「情報モラル教育」現状・問題点)

　　・「情報モラル」の欠如が引き起こす問題

　　→ネット犯罪については、問題を“子ども”に限定した方がいいかも

　　　(高校生以上だと性犯罪も絡んでくる可能性アリ)

　　・「ネット犯罪」の定義を絞る必要アリ

　水谷(小学校、中学校での情報教育の定義や実態)

　　・情報Cが授業内で取り上げられない理由は、実践的なコミュニケーションを授業内で行うことが難しいから？

　　・初等中等教育における情報教育の概念図では、「情報モラル」という言葉が小学校の欄にしか表記されていない…

２．今後の方針
　・来週(２３日の週)からMTGは週２で行います!!

　　→曜日は水・金

　　→水曜日…論を進めていく日

　　　金曜日…文献リストを片っ端から読んできて共有する日

　　　　　　　（文献は水曜に割り振られた役割に対応するモノでもOK）

　　　　　　　読む文献は基本的に論文なら３本、書籍なら１～２冊

　　　　　　　すべてレジュメにまとめておく
　　　　　　　　　　

　　　　　　　　読む文献は「参考文献候補リスト」から選び、

読んだ文献は各自「参考文献リスト」に移動しておくこと。

常に「参考文献候補リスト」には未読のもの、「参考文献リスト」には既読のものがおかれてある状態にする。

もちろん管理は名前順で！

　・「これ読んだ方がいいんじゃないか？」と思った文献は「参考文献候補リスト」の追加スレッドに入れておく
　

　・web文献表記の統一…URL取得日の記載方法は(取得 0000/00/00)のようにする

　

３、五月以降の進め方の確認

情報モラル

現状

問題点

文科省などについて

定義←不十分

指導要領


情報モラル教育が不十分


色々な問題が起こる



・なぜスキル重視？

・なぜ情報Aなのか？

・学校段階は後々しぼる

◆宿題◆

・今週に金曜日までに、前回の課題で使った参考文献を「参考文献リスト」に載せておく！

・論文を３本選んでレジュメにまとめる

・各自割り振られた担当を調査

　*小学校での情報モラル教育の現状と問題点(水谷さん)

　*中学校での　　　　　　　　　　　　　　(ままさん)

　*高校での　　　　　　　　　　　　　　　(りーこ)

　*モラル教育の実践例、取り組み(ゆーし、もち)

　*情報モラル教育の定義づけ(るい)

授業でよく


扱われる





授業であまり


扱われない





注意意!!!








・情報モラルの必要性は認識していたがスキル重視


・教材


・教員養成


・教育で重点を置くべきはネットのネガティブ面かポジティブ面か





reserch question


なぜ情報教育が不十分なのか











